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住
む
人
の
協
力
あ
っ
て
の
下
水
道

供
用
地
区
の
方
は
お
早
く
接
続
を

全
国
各
地
で
進
む
下
水
滋
の
獲
綴
ー
そ
の
成
祭
が
次
々
と
褒
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
川
で
も
、
昭
和
部
事
4
局
、
波
誠
下
水
滋
の
ス
タ
ー
ト
に
と
も

立
っ
て
白
山
、
発
緑
の
一
部
地
域
で
下
窪
端
的
倹
織
が
絵
ま
り
ま
し
た
の
そ
の
後
、
供
用
地
域
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
下
水
噛
識
が
後

え
る
地
域
で
も
実
際
に
使
湾
し
て
い
る
み
な
さ
ん
泣
約
半
止
す
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
c

手
賞
沼
の
浄
化
的
切
り
札
と
も
い
え
る
下
水
議
@
ぜ
ひ
、
お
卒

く

排

水

設

備

を

設

け

る

よ

う

、

お

寂

い

い

た

し

ま

す

。

(

下

水

遊

縁

)

ち

は

段

級

、

も

し

く

は

姿

を

完

全

に

抽

出

万

mH
以
内
、
緩
桜
子
で
掛
か
月
渓
済
で

し

て

し

ま

っ

た

の

で

す

。

醐

デ

換

業

に

品

開

一

す

の

で

一

」

務

関

市

く

だ

さ

い

a

も

大

き

な

殺

害

を

与

え

ま

し

た

。

町

一

@

受

益

者

負

担

問

金

鉱

線

路

内

じ

手
間
純
…
出
中
内
出
慌
の
球
的
内
部
%
は
絃
た
一
淀

Z

一
]
三
公
共
下
京
遂
の
建
設
に
は
多
額
の
費

ち

が

学

生

謀

本

に

あ

る

と

い

わ

れ

一

附

刷

、

一

票

必

要

で

す

。

こ

の

建

設

費

量

、

一

嶋

普

im--t
一

て
い
ま
す
の
下
ホ
滋
は
‘

L
田
ゆ
だ
け
で
一
蜘
掛
川
本
内
一
一
擦
の
議
時
期
金
と
志
曲
汽
そ
し
て
供
用
用
地

な

く

ち

こ

め

主

主

義

李

撃

一

白

木

世

ヲ

域

の

み

な

ぎ

言

語

し

て

い

た

だ

く

さ

;

り

葬

れ

い

に

し

て

河

川

一

品

主

一

室

主

総

金

な

ど

で

鵠

わ

れ

て

い

ま

や
制
闘
い
い
終
ぎ
芸
ぞ
き
ま
す
α

そ

の

耐

山
m

t

当
υ」
乞
中
九
銭
茎
…
は
災
前
例
h
u財
一
揮
で
す
。
出
制

た
め
‘
閥
均
e
m
双
山
静
化
に
は
ん
問
よ
り
一

l
:

い

J
3紛
…
制
州
内
い
い
絞
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
戦
い

室

内

然

警

護

と

寸

る

の

ぞ

J
刊
1

1

L

ぷ
…
し
ま
す
沼

糊
刊
車
、
紛
で
は
問
問
、
燃
と
と
も
に
、
…

m

本

費
m
o
o
n
u
v

…
後
絞
殺
ぬ
飢
餓
余
め
納
期
は
次
の
と
お

臨
駒
大
な
叫
議
長
入
し
て
、
主
下
水
、

l
i
l
i
-
-
l
l
i
J
り
で
す
の

警
護
L
て

い

そ

富

的

河

川

一

盤

的

持

拡

鰐

れ

一

義

ふ

五

時

?

雪

主

で

次

々

に

議

き

れ

て

い

る

本

一

は

し

な

凶

で

一

義

品

員

同

自

主

羽

霊
織
の
効
果
r

わ
た
L
た

ち

も

、

下

一

ー

』

1
4
3
L
暴
3
織

背

祁

?

水
道
を
一
白
も
平
く
盤
情
問
L
h
そ
し
て
地
初
出
年
4
R、
終
銭
的
手
錠
お
流
域
末
毘

お
用
し
、
様
々
な
患
、
日
植
物
、
鳥
た
ち
下
水
道
が
運
転
b
顔
絵
し
ま
し
た
。
こ
*
第
a
宅融問

2
月

が
件
臨
む
、

N
h
誌
の
す
ば
ら
し
い
手
武
沼
れ
に
あ
わ
せ
て
、
白
山
、
椋
、
奇
的
一
民
自
i
東
包

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
回
部
地
械
で
下
水
道
的
仲
間
沼
が
ス
タ
ー
ト

し
、
町
年
4
月
に
は
さ
ら
に
品
世
間
培
地
区

で
今
注
品
げ
ま
し
た
a

ゆ

そ

し

て

こ

し

C
L
4
汚
か
ら
辻
後
孫
子

の
一
農
協
の
付
近
(
寿

1γ
自
制
)
布
役
川
平
和

油
、
山
口
、
ち
尽
か
ら
は
ぶ
る
の
神
大
戦
中
竺
努

い
机

2γ
悶
汽
総
記
す
開
口
〉
主
義
松
の
そ
れ

た

は

ぞ

れ
4

制
州
地
域
で
下
本
給
躍
が
縫
え
る
こ

わ

明

、

一

樹
ゅ
に
な
り
ま
し
た

潟
も
し
か
し
‘
い
く
ら
下
本
数
合
総
織
し

喰
日
て
も
‘
ん
な
夫
、
ん
が
、
続
的
す
る
た
め

た
す
の
排
水
紋
織
を
作
げ
ら
な
け
れ
ば
同
議
め
綴

れ
頃
ち
ぐ
さ
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
a

問削

飛
部
制
相
関
部
‘
山
町
年
的
多
4
胸
打
に
柑
併
問
射
し
た

い
…
恥
地
区
言
、
ま
だ
撃
分
の
み
ま
ん

ウ

析

し

か

F
本
選
を
科
山
憎
し
て
い
ま
せ
ん
a

ー
ゥ
ぜ
び
日
午
く
干
本
遂
を
こ
税
同
市
く
た
さ
い
ョ

ヂ

円

霊

法

化

の

た

め

の

害

警

い
い
サ
公
共
下
水
道
同
世
帯
雪
地
内
に
お
住
ま

ん
郡
伊
い
空
々
が
、
く
み
取
り
崩
阜
市
を
水
洗
化

以
寓
す
る
場
合
、
資
金
的
一
訴
を
貸
し
付
け

ま
す

μ

武
村
内
務
は
1
設
機
に
つ
き
却

下
水
道
巳
よ
っ
て

よ
み
が
え
る
別
や
窓

時
年
ぶ
り
に
サ
ウ
が
織
っ
て
き
た
札

帆
命
線
W
T
川
地
ゆ
問
淡
に
し
か
す
ま
な
い

紛
が
隣
っ
た
柚
押
尚
一
・
総
災
柏
町
‘
ア
オ
コ

が
慾
減
し
た
級
制
川
附
附
・
闘
機
織
i
・e-
命中

関
為
抽
明
か
ら
う
れ
し
い
側
関

η
が
緩
い
て

い
ま
す
。
別
融
む
下
水
滋
絞
附
閑
が
、
抽
閉
め

水
質
期
化
作
戦
と
絡
ま
っ
て
、
き
れ
い

な
水
を
…
取
川
隠
し
て
い
る
の
で
す
。

昭
和
却
年
代
は
体
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
九
手

災
泊
も
、
田
周
辺
地
域
的
急
激
な
人
口
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
様
相
刊
を
占
変
さ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ワ
カ
サ
ギ
、
ウ
グ
イ

な
ど
知
数
授
の
魚
胃
(
銀
、

8

玄出埠
H

と

も
い
わ
れ
た
藻
な
ど
の
本
生
泌
物
、
そ

し
て
ハ
タ
チ
戸
ワ
や
カ
モ
な
ど
の
為
た

行
税
制
剤
潟
了
に
伴
、
7
中
市
農
業
委
員
会
委
た
た
め
、
摂
段
取
と
な
り
ま
し
た
む

日

R
滋
挙
は
、

4
n
M
日
品
目
出
L
、
H
日
、
ニ
礼
に
よ
り
選
挙
管
療
委
員
会
で

訪
日
め
一
昔
、
議
滅
的
届
け
出
を
一
党
は

A
昔
、
市
民
金
銭
で
選
笠
宮
を

け
州
日
付

L
た
と
ニ
ム
ヘ
終
補
者
間
数
が
向
聞
き
、
次
の
お
名
b
h翁
送
人
に
決
定
仁
、

灘
準
す
べ
塾
袋
劇
的
数
を
紛
え
な
か
コ
均
一
滋
絞
熱
的
桝
関
与
を
日
甘
い
ま
し
た

5

工
事
記
ご
協
力

く
だ
さ
い

道
路
の
も
つ
闘
や
騒
音
は
ど
っ
し
て
も
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
下
水
滋
ヱ
事
に
対
し

て
と
澱
解
一
と
ご
織
力
を
お
綴
い
し
ま
す

U

獲
で
は
、
下
水
滋
工
会
事
で
み
な
各
ん
⑬
緋
木
敏
鎖
ヱ
模
拡
翁
殺
曲
且
ヱ
事
一
線
で

に
ご
泌
総
を
か
け
な
い
よ
ス
工
淡
を
公
共
下
水
滋
に
悼
相
続
す
る
静
本
総
緩

い
み
い
ろ
不
炎
し
て
い
ま
す
愉
し
か
し
‘
一
・
・
ふ
術
情
は
、
依
然
出
沌
下
水
滋
ヱ
準
作
物
〈
怠

下
水
滋
榔
紛
争
織
滅
・
殺
体
的
滋
帥
聞
い
い
〈
ま
淡
〉
で
一
句
作
ゥ
て
く
応
答
い
。

一隊一日…
e
関
川
純
一
日
一
何
一
日
刊
一
日
一
日
川
一
U
M

一何一日一日刊

E
一|
τ

?

の

8…
3
一2
一9
一7
一1
一
主
主
主
君

F
M勾
同

O

U

一O
，R
O
U
7
0

一令。一
O
U

一必仙一…
qw叩

F
b
m
'土
ヴ
，

事
子
一
ー
一
ー
一
ー
一

7

7

7

一
一
一
一
…
…
一
一
ケ
ケ
プ

ヱ
一
司
一
純
一
郎
一
位
制
一
純
一
総
一
朗
一
割
一
日
開
一
滋
一
部
一
絞

龍
一
ー
ー
…

u一問
E軒
町
一
や

-F~議
一
俊
一
段
問

一
一
一
日
一
品
川
相
官
主
工
学
…
設
立

科
一
リ
邸
電
れ
設
科
設
問
一
日
一
紘
一
Mn
一議…漢

市
一
通
号
一
回

ι
井
し
闘
中
止
町
一
:
J
鴻一

5
一足…設

v
E
U
一
品
辛
料
榊
世
間
一
制

現在、公共下水道が捜える地域
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，

f
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が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
の

F
…

F
…

i
z
u

総

地

一

こ

の

主

づ

な

霊

長

ま

止

、

豊

欄

一

話

一

差

別

一

例

下

基

一

味

詰

都

民

間

計

れ

れ

一

顕

一

主

土

下

す

主

将

j
義

的

広

報

で

嘉

与

し

た

雪

審

議

ヶ

谷

市

汚

替

え

っ

〈

L
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
殺
事
選
食
ん
で
す
。
委
員
会
は
一
会
ノ
一
掃
一
日
一
三
一
口
一
三
一

ι一日

に
ま
た
が
る
議
室
護
毒
薬
語
、
重
嚢
義
的
機
撃
議
謹
ィ
ホ
ー
ル
で
議
総
李
総
か
れ
、
ず
は
人
的
費
寸
雲
寺
れ
、
畿
地
主
一
間
貝
士
山
…
十
一
?
?
一
古
一
口
一
]
一
十
一

7

の
有
力
量
ど
な
ぞ
い
ま
す
が
、
市
議
会
で
は
、
会
議
設
お
い
て
量
葉
都
議
整
理
登
校
採
用
さ
れ
た
雲
芸
へ
の
審
政
府
一
投
一
一
守
口
艶
…
…
戸
一
一
内
野
一
い
一
寸
一
時
一
け

ず

筆

妻

家

磯

首

露

襲

撃

禁

童

会

ユ

-

一

設

識

し

、

護

策

語

長

会

」

長

誉

れ

ま

し

ぺ

室

町

的

震

と

そ

れ

北

宇

品

竺

亀

一

史

浩

は

…

!

こ

司

抗

議

一

三

一

段

一

山

議
室
棄
す
る
ニ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
高
?
の
喜
重
量
じ
っ
こ
の
喜
に
つ
い
て
は
、
苦
せ
鍛
な
ど
を
ゑ
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
え
一
語
一

λ
ヨ

刊

日

問

一

世

迂

は

い

て

、

ニ

れ

ま

で

日

経

過

喜

め

て

お

知

ら

せ

し

そ

め

還

さ

2石

井

、

票

権

で

も

、

今

後

池

一

語

ま

雲

一

渚

一

L
i
-
-
2緯
一
雄
一
読
す
一
哲
一
一

主

義

義

的

夜

間

幾

重

霊

詩

的

ぶ

言

、

事

基

地

積

走

路

撃

な

ど

の

議

議

軍

事

、

要

費

高

知

普

通

ヒ

て

働

き

か

け

二

茂

一

一

一

一

一

三

二

員

一

一

一

旦

耕

一

点

一

与

は
、
こ
れ
ま
で
神
品
川
県
筆
霊
と
へ
の
滋
入
?
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
義
的
総
義
一
宮
守
一
方
、
と
と
も
に
、
器
禁
忌
し
て
も
、
一
年
一
に
ふ
去
一
生
存
否
一
三
五
三
…
吾

妻

空

器

禁

午

後

義

か

ら

日

も

し

、

耕

雲

織

と

し

て

議

事

れ

れ

差

サ

イ

ド

Z籍
護

者

総

李

主

襲

撃

発

霊

長

け

‘

強

一

間

一

↑

一

〔

沼

津

滞

日

匝

世

逗

豆

沼

持

思

議

時
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
と
e

し
か
し
、
ば
、
騒
音
公
憲
霊
主
義
語
る
な
ど
、
反
対
覇
は
ま
な
絞
り
よ
カ
に
運
動
を
絞
け
る
芝
手
。
一
和
一
民
一
義
…
畿
二
一
賊
二
一
一
一
一
旦
一

円
以
続
出
刊
誌
に
げ
計
十
九
れ
れ
詩
持
。
三
A

ぼ
段
階
東
委
員
こ
氷
山
川
氏
一
一
昭
一
一
一
一
千
晶
一
一
王
子

EMEz--努

;
‘
曲
が
ふ
小
弱
者
委
側
議
長
2
斉

藤

氏

泌

が

一

割

ー

制

一

約

一

抑

制

一

芸

替
総
柏
崎
と
し
て
、
有
力
候
補
の
り
と
っ
こ
の
た
め
、
術
で
は
昨
年
1
R月
1

H

:

・4

，
一
{
司

ι

a

i

E

一書

1
一

裏

付

金

五

空

に
準
け
切
れ
た
の
が
下
総
恭
地
で
す
む
府
間
相
補
修
議
官
あ
て
に
下
総
義
一
縫
を
絶
対
役
新
や
公
役
な
ど
の
設
準
に
つ
い
て
む
費
総
熊
本
a

肉
親
日
的
幻

い
い
拙
慌
附
加
し
な
い
よ
う

V
説
明
に
鱗
絡
で
撃
な
い
V
こ

の

よ

ラ

慨

〈

制

)
8
7
4
5

に
と
す
る
後
滋
滋
を
に
し
て
ほ
し
い
曹
弛
欄
怖
が
関
漁
っ
て
い
な
お
‘
前
委
図
的
機
滋
鍛
脇
氏
、
一
日
一
井

挽
一
役
、
中
市
議
余
に
わ
ね
る
マ
揺
畿
が
遅
い
V
不
終
切
な
緩
い
を
即
時
三
氏
に
は
、
こ
れ
ま
で
的
ご
制
問
、
カ
を

い
て
も
、
日
開
月
間
M
m
n
d
党
げ
た
ー
な
ど
の
苦
情
や
幾
凶
臓
は
あ
り
燃
油
開
す
る
と
と
も
に
‘
今
後
の
ご
餓
勝

に
臨
時
金
を
曲
岡
山
臨
し
、
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
担
相
談
を
受
け
、
を
お
初

η
し
ま
す
。

F
総
築
地
の
剖
訓
練
法
そ
の
解
決
の
お
乎
日
開
い
を
す
る
行
政
相

地
化
に
反
対
す
る
窓
談
委
員
い
い
、

4
月
五
日
M
M
刊
を
も
っ
て
次

帥
助
制
献
金
会
会
…
致
?
の
2
名
の
方
が
祭
瀬
幸
れ
家
し
た
α

初

採
択
し
て
、
仏
略
的
破
火
総
司
秘
密
は
品
臨
ん
す
い
た
し
ま
す
の
で
、

震
を
は
b
め
ー
と
す
る
然
殺
に
ご
制
相
談
く
だ
さ
い
a

閉
関
係
機
関
じ
滋
付
し
。
本
間
燦
本
町
3
向
日
め
が

ま

し

た

ゆ

ま

た

翌

日

間

(

間

)
1
8
5
9

382 

審
理
靖
靖
害
認
動

話
ん
の
ニ
ど
も
シ
ョ

l
①
ピ
ノ
キ

品
内
と
与
の
交
通
安
全
大
会

務
総
ピ
ッ
カ
り
附
聞
に
よ
る
人
影

創
期
と
‘
歌
的
お
輔
君
ん
に
よ
る
母

と
子
的
交
滋
安
企
シ

4
4
f
e
3
3
9

が
れ
汀
わ

れ
ま
す
。
楽
し
い
総
L
も
の
が
繰

り
だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
、
綾
子
淡
れ
、

子
yh
も
会
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
a

v間
同
時
草
月
日
時
(
本
)
午
後
E

持
部
分
か
ら
3
時
叩
日
分

V
場
一
前
市
民
合
総

b

v内
容

人

形

創

出

ゆ

と

ま

れ

ち

ゃ

ま

ん
A
U

ス
ト
r
ブ

停

戦

必

絞

め

お

楠

ミ

¥

子
ど
も
の
水
難
事
故
合

防
止
に
と
協
力
を

呂
ご
と
に
械
か
〈
な
り
、
水
殺

事
政
が
多
〈
な
る
宇
都
い
い
な
り
ま

i
h
~
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
然

減
税
的
皆
さ
ん
、
山
川
や
抽
出
、
聞
用
水

路
な
ど
稔
綾
な
岨

wmで
は
子
ど
も

金
滋
ば
せ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
ま
れ
へ
こ
的
在
、
つ
な
渇
所

で
子
ど
も
が
議
ん
で
い
た
ら

W
F
か
け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
お
し

ゅ
訴
し
さ
を
づ

C

ご

蒋

知

で

す

か

?

事

へ

)

?

?

レ

ー

》

入

方

《

正
じ
い
ば
ミ
の
蕗
し
方
転
己

最
近
、
我
孫
雲
市
に
転
入
さ
れ
て
昼
、
滋
し
て
く
だ
さ
い
。

た
方
、
ぶ
し
い
ゴ
ミ
町
山
山
し
方
を
ご
答
*
翁
紙
輔
胡
(
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
務
総
総

知
で
す
か
ω

市
で
は
資
源

t官
金
権
ゴ
ミ

w

線
終
縦
〉

に
分
け
て
燃
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ホ
ム
世
曲
線
総
〈
ポ
日
・
古
口
靖
綴
)

分
間
判
は
式
的
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
注
@
家
露
，
君
主

意

く

だ

さ

い

除

*

生

ご

み

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

、

ゴ

ム

@

資

涼

等

生

ご

み

に

ダ

ン

ボ

ー

ル

紛

争

縁

側

出

*
金
縁
暗
闇
・
ピ
ン
察
関
収
ス
テ
i

し
た
機
会
お
よ
び
資
源
が
浪
人
し
て
い

シ
ヲ
ン
ト
い
導
郊
の
袋
が
あ
り
ま
す
。
る
機
会
叫
同
級
集
し
ま
せ
ん
a

一
*
緩
骨
骨
〈
欄
地
検
・
セ
ト
モ
ノ
・
蛍
光

E
V

機
滋
織
で
教
え
島
い
ま
し
ょ
う

H
H
そ
の
抽
出
V
V二
一
!
ル
拙
悦
に
入
れ
て
名
あ
な
た
的
機
沼
紛
に
転
入
し
て
き
た

古
田
を
記
入
し
、
総
収
ス
テ
i
、y
a
ン
に
方
が
い
ま
し
た
ら
、
総
L
い
ゴ
ミ
町
山
田

独市: 沼南町

下総基議

E ・…
松戸総 ... :f金井町;

: 議ヶ議慾
:級事産市

ち~

、ー

本JII 量産氏

びあ

斉藤栄子氏

」
円

4
時
泊
分

V
会
場
市
民
会
総

V
内
容
*
平
和
口
y
タ
コ
ン
サ
i

幾
ふ
み
の
中
で
敗
戦
を
迎
え
た
お
本
火
器
〈
狩
か
さ
れ
ま
す
。
ト
必
僚
機
抽
桝
寸
割
払
た
ち
の
婚
し
さ
が
慾

人
は
、
人
倒
的
生
命
と
平
和
悼
の
鯵
さ
ね
た
ち
が
後
心
し
て
哲
暮
ら
せ
る
枇
界
淡
悲
惨
る
L

(

知
明
白
ロ
新
開
論
説
抑
制
中
ゅ
ん

タ
身
に
し
み
で
綴
じ
ま
し
た
。
を
作
る
た
め
に
、

H
V
と
り
り
と
り
が
本
終
今
議
弘
普
ん
〕
*
非
核
憲
法
的

-
車
内
行
為
に
よ
ワ
て
市
持
び
戦
来
持
っ
て
い
る
心
的
機
し
替
を
生
か
せ
間
関
パ
ヱ
か
ら
の
撃
で
主
主

争
の
務
械
が
絞
る
ニ
と
の
な
い
よ
る
滋
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
織
法
記
シ
ア
共
和
問
則
前
車
京
都
務
総
〉
愈
験
問
幽

う

に

す

る

こ

と

を

決

慾

ム

♂

抽

は

余

き

て

い

る

い

し

‘

こ

こ

に

主

権

高

寸

議

法

を

考

え

る

二

阜

乙

女

空

軍

ぎ

李

る

こ

と

を

宣

一

七

十

一

い

U

}
，

f

t

h

…

久

三

銭

一

て

壁

紙

号

、

品

撃

を

後

一

々

号

以

p
d
u一
純

男

iw
…
援
へ
の
糸
童
書
事
故
」

いい
L

ほ
か
市
ピ
ヂ
オ
放
映

手

1
2
「
1
1
5湾
3
S市
民

会

鯨

一

「

協

議

絡

が

苦

戦

場

部
キ
前
、
キ
ラ
キ
ラ
主
嫌
い
た
綴
念
日
に
き
た
ヮ
て
も
っ
一
段
、
綴
絞
め
「
F
総
議
抽
端
末
事
空
母
務
総
化
か
い

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
怠
し
か
し
‘
闘
相
神
を
開
削
い
十
宜
し
、
今
、
私
た
ち
に
で
き

γrも
向
け
映
磁
ほ
か

昨
今
、
ヂ
加
は
初
出
空
間
に
あ
る
下
総
総
怒
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
た
い
と
副
都
い
暫
拠
出
情
戦
徐
子
市
・
慾
法
を
考
£

地
が
、
殺
内
部
陣
地
緩
制
脱
線
副
訓
練
用
的
核
ま
す
鶴
子
ど
も
か
ら
お
と
な
ま
で
参
綴
る
市
民
的
緩
い
袋
行
委
員
会

潟
地
と
し
て
ま
〈
ク
ロ
ー
ズ
'
ア
で
き
る
織
し
と
し
ま
し
た
の
で
、
家
族
工
場
鱗
創
刊

s
f

y
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
義
そ
る
っ
て
き
議
く
だ
さ
い
。

ha利

彰

も

す
れ
ば
、
我
日
桃
子
案
内
凝
ら
し
は

V
臼

時

員

会

後

)

午

後

み

か

5
1
1
8
t調

1

憲
法
の
精
神
を
問
い
直
す

メ入
7 、
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健
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、'降
、ー

総
後
セ
ン
タ
ー
で
は
、
品
両
手
保
描
砲
と
し
て
俗
級
学
様
、
省
児
棺
談
、

i
綾
告

か
月
抽
再
鎗
療
診
荒
事
官
、
成
人
線
描
撒
下
い
し
て
は
鍵
綾
穏
説
明
健
康
教
智
内
…
綴
織
概

要
美
里
子
鯵
人
が
豪
雪
片
付
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
絡
撃
惜
別
(
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
お
よ
び
B
C
S〉
も
行
っ
て
い
ま
す
的
で
マ
創
刊
尽
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
一
一
種
笈
ゑ
防
綾
穏
血
栓
努
予
防
幾
機
盤
事
姦
幾
穫
は
市
白
医
療

機
酬
聞
で
行
な
い
ま
す
。

巌
毎
民

n
i昼
つ
の
義
的
“
日
識
に
議
し
ま
す
。

内

額

引

関

川

制

約

副

関

以

よ

び

護

軍

暴

露

容

の

こ

の

飽

尾
翼
民
開
い
福
田
い
際
通

E
に
鯵
2
制
削
除
は
パ
ス
タ
オ
ル
1
校
、
第

臨
時
級
学
級
を
止
の
日
程
で
一
甘
い
ま
す
。

4
附
脳
同
開
泣
き
ら
し
布
1
5
0
r
お
く
ら

「
J
7
4
M
l
ベペ
J

い
も
来
、
袋
、
ハ
サ
ミ
」
芸
喜

劃

一

量

一

一

的

一

同

一

事

し

て

〈

だ

幸

い

e

h
 

L

い

一

体

一

撃

一

聾

一

〈

娘

一

選

削

割

問

題

信

創

出

向

2〕

比
一
鰯
一
弾
一
難
一
ヴ
霊
祭
通
夜
総
務
隠
随
阿
国
'
隊
溢
〓
…

白

紙

一

と

一

乳

一

手

持

一

務

長

崎

H
U
E釘

H
Z
J「
ド
ヒ

江

主

鵬

一

J
一
“
も
…

1
議
6
か
月
遅
警
官
却
を
次
官

室

唯

一

信

一

錦

繍

一

語

一

程

で

さ

ま

す

e

純

一

主

器

時

点

鶴

2
v轟
籍

制

部

主

潟

三

日

か

ら

理

科

斗

引

寸

竺

互

同

月

初

踏

ま

は

、

6
2
2

問

一

ぬ

一

汀

一

%

一

お

一

ω総
初
出
年

mn話
回
か
ら
初
駒
内
部
日

制
一
時
一
一
日
一
日
一
一
日
生
れ
は
、

5
同
月
時
友
金
}

-
マ
可

U守
け
引
汁
寸
H+行
計
一
曹
時
刻
午
惜
別
Q

ぬ
か
ら
ね
時
泊
分
ま

務
1
m鵬一盤凋
2
関側一銭
2
附剛一車
4
盛一

F
1
1「
i
iト

ト
ト

i
u仁
jiu--一
で
と
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

V
時
醐
開
午
前
削
9
持
部
分
か
ら
H
H
時
制
世
マ
嫌
帯
す
る
も
の
母
子
鐙
療
や
酬
明
、

分

ま

で

問

問

診

察

(

記

入

も

れ

の

な

い

よ

う

に

お

V
持
参
す
る
も
拘
邸
時
手
掛
問
機
手
緩
お
開
聞
い
し
ま
す
)

とFあ
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が
を
北
捕
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
品
物
納
で
諮
る
綾
子
。

土
地
?
な
千
育
て
に
つ
い
て
叫
惜
し
A

甘い、

V
学
習
会
議
中
央
公
開
刊
紙

家
義
教
育
的
鍾
饗
憶
に
つ
い
て
学
び
骨
マ
定
員
部
組
{
応
終
殺
多
数
的
場
合

い
ま
し
ょ
う
a

は
検
滋
一

V
応
募
資
総

3
議
児
(
箆
初
日
年
4

V

凝固問

1
5
9
0
問

同月
2
日
生
ま
れ
か
ら
昭
和
時
年
4
災
1

w

v申
し
込
み
方
議
官
腿
仲
間
後
ハ
庁
特

い
い
参
加
す
る
綴
子
持
氏
名
〈
ツ
リ
ガ
ナ
ペ

子
再
生
年
舟
詩
‘
救
出
朝
、
総
研
、
後
詰

答
品
ワ
を
犯
人
し
、

g
n
7
B
(当
日
油
市

線
安
効
)
ま
で
に
、
我
孫
子
新
開
科

中
央
公
民
銀
三
哉
児
副
代
子
学
級
係

vm問
い
合
わ
せ
中
央
公
州
内
総

a怖
が
お
兄
ち
ゃ
ん
よ
り
ワ
ン
パ
ふ
廷
で
遊
ぶ
の
が
大

26間ムロ

令

違

撃

ち

ゃ

ん

伽

主

総

沙

ち

ゃ

ん

{

締
結

軸
悼

惜
噌

す
こ
や
か

赤
ち
ゃ
ん
は

路
樹
林
殺
が
多

く
、
募
集
は

一
時
中
止
と

い
立
し
ま
す
。

線
機
線
終

的
、
時
は
よ
ろ

L
く
お
緩
い

い
た
し
ま
す
。

成
総
統
鮎
刷
機

383 
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ス東
口誕

L笠
毛壁

一
三
益
三
一
重
量
一
一
言
雲
霊
霊
議
議
議
袋
線
議
議
譲
受
童
話
語
表
渠
歪
霊
歪
理
委
雲
雲
一
一
綿
密
祭

と
事
わ
均
年
館
で
詩
慰
金
行
事
内
訓
削
み
綴
ね
め
な
か
か
ら
‘

怠

る

さ

・

臨

し

レ

ら

・

蓮

審

義

時

、

襲

撃

、

室

内

町

議

案

ま

り

だ

し

、

d

za

，.，
1

2‘
省

軍

畑
@
g宮
町
鰐
d
u
R
(
M咽
A
F

牽
t

，tnu

」

バ

一

1
1
1
j
j
J
量
、
関
紫
、
柏
村
総
統
七
句
し
き
も
の
が
彩
欲
さ
れ
て
三

ー

と

さ

わ

台

湾

会

ー

な

ど

を

、

ま

た

奈

の

だ

と

慾

い

ま

す

。

!
ツ
活
動
と
し
て
野
も
九
ろ
ん
「
と
き
わ
古
町
会
」
は
余

自

治

会

訪

問

問

然

、

ゲ

l
L
i
ん
て
の
開
警
護
し
た
の
で
は
な
〈
、

な
ν与
ー
お
っ
て
い
ま
会
共
下
本
波
、
災
滋
〔
駅
前
駐
輪
場
、

市
町
医
小
階
、
手
災
泌
合
終
下
ろ
す
丘
す

E

な
か
で
も
務
総
は
令
部
絞
か
ら
mw

ス
ク
!
ル
ゲ

i
ン
〉
‘
下
品
持
基
地
問
問
題

陵
地
帯
に
広
が
る
の
が
、
わ
が
に
ら
き
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
た
ち
が
納
入
し
て
な
ど
、
脳
性
織
を
い
く
つ
か
仇
m
dぜ
い
ま

わ
台
前
町
会
L

で
す
a

軒
一
出
門
に
は
‘
削
淡
い
る
ー
ト
キ
ワ
ブ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

t

と
す
。

袋
小
銘
爽
一
橋
滋
な
ど
も
あ
り
比
較
仙
則
合
年
た
ち
が
加
入
し
て
い
る
「
ト
々
り
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
め
綜
会
民
総

線
的
多
い
、
静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
と
・
ワ
ァ
イ
ヤ

1
ズ
s

ジ
ュ
ニ
ア
」
市
町
立
っ
て
き
た

H

明
る
さ
、
毅
し
み
、
滋
融
市

よ
ろ
と
い
え
ま
し
ょ
っ
e

チ
ー
ム
が
織
成
さ
れ
て
い
て
、
湾
会
組
問
機
"
合
も
ヮ
て
こ
れ
た
の
開
閉
胞
は
‘
そ

酬
明
利
減
如
ザ
ロ
悶
月
間
器
、
開
会
が
発
昆
行
事
的
機
滋
徐
に
も
な
っ
て
い
ま
す
c

し
て
こ
れ
か
ら
の
間
金
活
動
に
と
取
り

し
ま
L
P旬
。
翁
時
は
山
則
的
中
に
ポ
ツ
ン
、
町
会
的
年
間
附
将
棋
と
し
て
は
、
隣
同
組
ん
で
い
患
ぬ
い
と
培
え
て
い
ま
す
。

ポ
ソ
ン
と
家
が
縫
っ
て
い
た
よ
主
主
存
舟
戸
台
、
緩
舟
一
一
戸
樹
附
令
と
平
和
に
楽

掛
聞
で
、
道
同
時
や
街
灯
な
ど
、
開
問
削
闘
も
合
し
む
子
ど
も
遠
の
ず
政
相
附
り
、
制
山
間
公
開
閉

な
か
ら
ず
仙
抱
え
て
い
ま
し
た
。
で
繰
り
広
げ
る
盆
踊
り
大
入
賞
‘
銭
関
小

し
か
し
、
こ
れ
ら
問
題
を
解
決
し
て
学
校
で
行
う
町
会
運
動
会
、
一
宵
年
齢
蹴
で

い
く
漁
料
械
が
¥
そ
し
て
師
刷
会
活
動
的
談
件
数
忽
的
線
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

み
議
ね
の
な
か
で
、
い
ま
釘
乏
独
自
討
の
れ
ら
の
行
機
に
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

J
関
税
。
ら
し
善
も
の
が
潜
成
さ
れ
う
が
参
加
し
マ
都
々
、
絞
り
よ
が
り
を
見

つ
あ
り
ま
す
a

つ
ま
リ
斗
開
明
晶
哉
、
、
判
明
せ
て
い
ま
す
"
手
れ
へ
終
緩
的
ぷ
'
み

?
一
し
み
、
連
帯
縫
い
が
抑
制
っ
て
魯
た
よ

3

こ
L
H
も
京
成
し
、
こ
と
し
の
…
嵐
山
滑
り

汁
…
に
総
わ
れ
る
の
で
す
。
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
く
て
な
り
ま
せ
ん

g

縦
一
雲
言
、
サ
ー
ク
ル
蓄
と
し
て
こ
の
よ
う
な
地
域
サ
ー
ク
ル
義
や

司を

ときわだいちょうかい
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市

議

へ

ぬ

手

紙

畿

者

の

声

多
い
ζ
と
も
大
き
な
間
同
時
時
で
す
。
ニ
め
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
!
の
方
は
、
な
る

ブ
お
滋
で
川
町
惜
別
泣
か
ら
似
て
き
た
子
ど
べ
く
品
協
定
さ
れ
た
う
短
絡
b
w縁
っ
て
い

骨
も
が
党
滋
wm終
に
透
っ
た
船
内
が
あ
り
ま
た
だ
忽
た
い
と
品
川
仰
い
ま
す
。
ま
た
、
二

悼

す

命

党

主

、

葉

支

衝

突

事

故

も

的

事

数

字

る

ま

に

は

、

ス

ピ

i

m陀
あ
り
ま
し
た
ω

人
ん
聞
は
か
カ
わ
る
事
&
ド
を
十
分
に
淡
と
し
て
、
終
盤
な
逆
転

け
叫
が
起
き
て
か
ら
で
は
取
り
そ
が
つ
き
を
心
が
け
て
〈
ど
ち
い
G

sLM 
品蹴耐

河-A 

東
我
孫
子
樫
溝
口
瀧
り

の
運
転
は
蹴
職
難
巴

萄韓バレーボール
間野 禽

ベ
ピ

i
カ
ー
を
ひ
い
て
、
市
役
所
へ

い
枇
入
総
を
お
し
に
り
き
ま
し
た
が
、
京

総
め
よ
守
口
が
階
段
に
な
勺
て
い
た
た

め
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
ル
持
ふ
り
上
げ
る
の
に

大
変
約
労
し
ま
し
た
ω

広
〈
り
っ
ぱ
な

玄
関
な
の
に
潤
ベ
ド
ぃ

i
カ
i
や
車
い
す

の
人
が
そ
的
ま
ま
入
っ
て
い
け
る
埼
駒

が
な
い
の
は
不
思
畿
で
す

ψ

お
年
務
り

の
方
に
と
っ
て
も
、

2
1
3
m問
的
険
制
附

で
も
な
い
何
千
ヲ
が
よ
い
と
思
い
ま
十
ω

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
M
H
闘
に
す
る
な
ど
、
間
関
滋
3
Z
U
6
号
線
富
士
見
緩
め
不
事

絡
み
な
こ
と
で
す
の
で
、
さ
っ
そ
く
工
の
た
め
.
東
絞
誠
子
駅
南
総
務
滋
を
議

事
を
し
て
い
た
ど
き
た
い
と
忍
い
ま
す
。
行
す
る
由
制
約
離
が
鋭
機
し
ま
し
た
a

潟

i
吋
市
長
へ
の
手
紙
い
か
ら
i

題
は
、
間
関
淡
を
織
る
よ
う
な
ス
ピ

i
ド

こ
れ
ま
で
ご
本
欄
院
を
お
か
吋
し
て
い
で
通
行
す
る
車
中
山
町
多
い
こ
と
で
す
。
こ

ま
し
た
が
、

4
同
月
持
母
、
況
感
が
終
わ
め
争
道
は
狭
く
時
間
滋
的
多
い

k
こ
み
で

り
、
玄
関
右
織
に
ス
ロ
ー
プ
を
叫
航
機
し
す

G

ま
た
‘
通
学
諮
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
し
た
a

ご
お
尽
く
だ
さ
い
。
し
か
も
、
そ
め
時
間
帯
に
通
行
事
叩
聞
が

楽しい仲間む

長!?zf
i持主主

開おり{孟

〉警手詰

広
報
♂
め
び
ニ
L

的財閥昨やか
r徐
つ
を
防
寒
化
し
て
く
だ
き
い
お

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
市
M

以
内
総
糊
マ
応
募
資
制
情
京
市
円
安
仲
民
事
表
動
的
方

事
ん
い
い
縦
し
ま
れ
る
慾
字
を
募
集
し

wv
申
し
込
み
作
品
に
白
所
、
氏
名
、

ま
ず
の
ふ
る
っ
て
ご
応
鼻
〈
だ
さ
い

6

年
齢
、
臨
制
緩
(
学
校
可
後
話
番
号
を
明

安
一
応
義
的
容
ま
り

1

記
し
た
総
統
合
添
之
、
我
出
骨
子
1
8
5

V
葱
学
的
大
多
‘
、
，

t

p

z

-
》

事

5
2
E
?
?と

さ

タ

テ

M
m

広
蹄
あ
ひ
こ
広
龍
守
勢
集

X
3
2
m
m

絞
め
mw
り
は

5
月
刻
現

い

目

立

ふ

る

っ

て

ご

応

募

を

的
比
離
で
践
活
サ
イ
ズ
に
総
め
て
く

8
市
時
叩
併
殺
一
機
滋
へ
郵
送
か
直
接
持
事
。

灯
さ
い
二

V
瞬
時
閣

W
H
v
s
n抗
日
。
採
用
者
に

V
内
容
ケ
ン
ト
紙
い
い
綴
イ
ン
ク
か
は
自
民
A
Z
U
開
を
日
開
緩
い
た
し
ま
や
'a

還
を
後
っ
て
電
鈴
務
懇
で
ぶ
体
制
報
い
V
剛
問
い
合
わ
せ
級
制
問
欄
州
政
総
統
渋
印
附

〈
漢
字
)
寸
あ
ぴ
ζ
」
(
W
T
仮

名

〉

世

(

部

ザ

1
1
1
1

(崎山緩和議盤
ザヂ黙監昼時?

ーニれまでの題字いろいろー

、
、
い
で
す
ね
句
そ
し
た
ら
僚
が
総
出
闘
を
み

dw

ま
す
J
襲
.
子
ど
も
か
ら
お
と
ま

た
い
と
い
う
。
ぉ
母
語
ん
と
…
拙
朝
日
い
綴
で
、
広
〈
会
顕
在
募
集
中
。

制
闘
に
遜
っ
て
い
る
義
枝
2
転
。
的
山
川
村
総
V
連
絡
先
成
山
宮
(
樹
)
3
9
1
8

久
世
拘
は
、
ヮ
小
劫
生
の
チ

i
ム
多
品
開

ηた

私
お
や
夫
に
制
捕
ら
る
る
城
下
町
総
山
附
ん
す
子

M
1
出
帆
し
て
五
Hn
の
九
五
に
い
こ
ひ
け
り
公
苧
タ
山
間

純
文
芸

2
E

M
W
高

7
J
2
5
3
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2aa' 

タ
イ
ト
ル
に
綴
げ
た
「
和
総
門
が
‘
も
っ
と
騒
を
広
げ
よ
う
と
や
年
3

レ
i
ポ
i
ル
問
問
好
会
L

と
い
う
的
対
に
…
必
解
散
、
練
館
内
ギ
宇
治
い
に
各

川
町
撲
は
仮
の
名
前
で
あ
る
。
ま
で
い
た
独
身
食
性
や
ご
主
人
、
子
y
いも

だ
絃
終
に
ク
ラ
フ
町
名
称
が
決
ま
た
も
も
含
め
て
、
家
族
ぐ
る
み
の
パ
レ

叩
て
い
な
い
た
め
、
こ
ち
ら
で
持

i
ボ

l
ル
ク
ザ
プ
と
し
て
霧
山
出
発
し
た
。

手
に
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
現
在
、
金
演
は
持
名
、
ん
陽
線
火
落
日

こ
の
ク
ラ
ブ
的
臨
時
然
と
な
丹
て
い
の
夜
7
時
半
か
ら
、
和
敗
中
休
符
館
で

る
の
は
、

3
年
前
例
に
結
成
き
れ
た
練
裂
に
臨
叫
ん
で
い
る
。
コ

i
チ
的
成
山
山

P
A
a
u
C
バ
レ

i
ポ
i
ル
ク
ラ
プ
ヘ
成
制
綾
子
さ
ん
は
翠
志
野
路
口
日
、
問
機

布
住
地
区
の
主
緑
が
集
ま
っ
て
で
め
独
身
心
弘
毅
1

秒

A
B
C
H
的
代
談
教

怒
れ
九

?
?
M
A
C
A
バ
レ

i
チ
i
ム
だ
絞
っ
必
中
村
幸
A

か
ら
引
き
綴
い
寸
、

今
年
3
凶
け
か
ら
目
〕
の
同
U

貯
金
町
時
相
代
表

者
と
な
っ
た

b

「
お
母
さ
ん
方
が
多
い
品
川
で
、
線
授

は
築
礎
的
な
も
の
が
謙
一
点
に
な
ワ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
恐
が
ら
を
い
で
ポ
ー
ル
に
山
内

か
咋
て
く
る
ん
で
す
よ
e

全
然
、
年
を

綴
ヒ
さ
せ
な
い
で
す
ね
J

と
意
す
e

ま
だ
対
外
試
合
的
経
験
が
な
く
、
笑

カ
は
ま
っ
た
〈
的
米
知
数
だ
が
、
こ
れ

か
ら
は
人
数
音
域
や
し
ょ
サ
サ
さ
ん
チ

ー
ム
勺
お
父
き
ん
チ
ー
ム
~
学
生
チ
ー

ム
e
と
チ

i
ム
を
扱
え
て
試
合
舎
や
り

山
一
は
味
気
な
く

u
m
間
千
代
な

震

堅

持

む

岡

田

制

約

樹
然
出
桃
山
間
閉
ま
さ

紛
れ
話
出
町
存
け
の
滋
し
る
べ
公
害
令
子

駒
市
曜
日
仏
間
附
降
り
し
き
る
あ
は
れ
か
な
絞
殺
市
民
江

柑刑務
w
お
く
絞
め
品
H-
な
う
ら
3

U

W

川
学
級
品
a

滋
も
潔
い
わ
れ
も
ま
た
老
い
春
矩
滋
野
総
久
子

滋
り
融
不
し
材
料
払
総
簡
の
作
り
し
て
録
作
付

じ

u
u
m
み
の
美
L
き
本
一
門
的
核
史
料
開
に
一
級
京
町
雛
人

形

を

克

つ

中

沢

一

一

忠

子

下
総
の
お
き
み
寺
に
M

吹
き
絞
め

t
ニ
ぶ
し
の
筏
は
だ

燃
に
酬
明
均
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市
内
で
楽
し
ん
で
は
い
か
が
…

tこ
J
Wぶ
愛
⑩
時
開
封
長
短
)mrrJ
誌
)
(
J
p
h
r
u
d
~
J
M
r
h

…

4

4

4

4
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一
明
治
部
年
に
お
開
削
さ
れ
た
ぷ
市
総

O
内
)
、
吉
田
義
吉
{
説
的
緒
的
錦
織
線
総
次
郎
(
泊
旅
人
街
)
ろ
品
川
即
時
終
村
議
)
、
村
上
交
努
~
時
総
一
日
叩
農
村
議
て
峨
M

別
協
太
郎
一

を
じ
れ
い
け
れ
い
れ
詰
扇
世
議
事
一
一
一
己
幡
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間

-m煽
劃
州
問
問
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続
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問
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一
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灯
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時
措
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点
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一
プ
ド
一
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い
可
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で
の
弘
行
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お
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す
め
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ま
す
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我
孫
子
、
と
い
え
ば
争
終
得
手
間
同
浴
五
月
紛
れ
n

火
寄
れ
わ
ゆ
資
尚
子
主
壌
で
拘
孫
子
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ま
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磁
波
設
か
な
ま
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関
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守
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符
志
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レ
と
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れ
た
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代
機
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鳩
悶
淡
添
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緩
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幻
後
滋
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叫
判
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が
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史
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、
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仲
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て
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薬
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、

委

主

主

戦

に

あ

る

か

、

そ

の

特

産

2
季

一

三

石

井

八

郎

民

俗

み

滋

翠

村

(
4
8
0
一戸
2
8
6
8
会

議

亥

霊

祭

討

議

℃

問

中

竺

霊

長

室

長

会

…

経由叱
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篤
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ど
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